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 「挑戦 ～仲間とともに～」                   校 長 井 上 雅 子 

 お正月に、時計のセイコーの広告に目がとまりました。陸上

の選手がスタートラインに着いている情景を思い浮かべてみ

ます。 

スタートを切る時、その先はいつも白紙だ。 

未来ははかりしれないもの。どんな結果が待っているのか 

知ることはできない。けれど勇気をもって人は挑む。 

だからこそ、その挑戦は尊いのだ。 

 

さて、令和 5年度の終わりが近づいていますが、私も含めて 

皆さん、今年 1年間、どれだけ挑戦の時をもったでしょうか？ 

1 年生のスキー移動教室の作文に「挑戦」の経験を次のように書いていました。 

「怖い。」「やめたい。」「帰りたい。」はじめはそんな、マイナスな言葉しか出てこなかった。・・・初心者の私にとっ

てはとても怖かった。次々と班のメンバーがすべっていき、なかには転んでいる人もいた。そんな姿をみて、私は怖く

て一人ですべることができなかった。その後も急な坂はインストラクターさんに手伝ってもらって何とかすべること

ができた。・・・私は一度、坂の前でとまってしまった。そんな時、優しく声をかけてくれたのはインストラクターさ

んだった。とても緊張したけど、すべった後には「楽しい。」そんな風に思えた。一日目の不安が夢だったかのように

心から消えた。今年の私の目標は「新しいことに挑戦」だ。今回のスキー教室はその目標を達成するためのはじめの一

歩になったと思う。この一歩を無駄にせず、生活していきたい。 

1 年生の皆さんのほとんどが、スキーという初めてのスポーツで、できないことに挑戦し、寒さ

と足の痛さに耐えながら、でも諦めずに乗り越えてできるようになった経験、まさに挑戦の時を経

験をしました。そして 3年生、先日都立高校の発表がありましたので、多くの 3年生は進路先が決

定しています。たくさんある高校から志望校を選び、合格できるようにひたすら学習し受験に臨ん

だ経験はまさに挑戦でした。 

ただ、勇気をもって挑戦してもうまくいく時もうまくいかない時もあります。でも勇気を出して、

逃げないで、大変さや苦しさを経験し頑張った挑戦の経験は、結果がたとえうまくいかなくても、

自分への自信、勇気や逃げなかった自分への誇りの気持ちが残って、次の挑戦につながっていきま

す。そして挑戦する時は決して一人ではなかったはずです。必ずそばに誰かがいて励ましてくれま

した。１年生の移動教室ではインストラクターの先生や友だちや先生が、受験でも家族、先生、友

だちが必ずいましたね。挑戦には勇気がいるけれど、必ずそれを助けてくれる人が皆さんにはいま

す。来月は全員が卒業、進級しますが、挑戦してきたことを振り返り、次年度もまた勇気をもって

4月のスタートに臨みましょう。 

■ひばり文化の日 ３月２日（土） 

 校舎内一杯に、見ごたえのある力作が並びました。生徒たちは見学中に、熱心に感想やメモを取

る姿が見られ、友達や上級生から作品を通じて多くのことを学ぶ機会となりました。また舞台での 

発表では、学年の代表３名の意見発表、IJ 学級の発表があり、堂々として大変立派で大きな拍手が

わきました。一人一人の生徒が１年間の学習の成果を振り返ると共に、友だちや上級生から学ぶ実

りある行事となりました。 

1 年生移動教室 



 

■本校生徒の活躍(敬称略) 

〇西東京市教育委員会表彰(4 名)  

（2-D）全国中学生人権作文（西東京市代表）  (3-B)アイスホッケー全国大会出場 

(3-D)・(3-C) シニア野球で全国大会出場 

〇「考えよう！私たちの快適な住まい」第２８回読後感想文コンクール  

佳作 (1-D)  佳作 (1-E) 

〇東京都公立学校美術展覧会出品者 

プッシュステンド  (3-A) (3-B) (3-D) (3-E) 

ステンシルご当地バッグ  (3-E)  (3-D) (3-E) 

■第 63 回卒業式は 3月 19 日（火）に行います。大変申し訳ありませんが、卒業生の保護者の方の

参加は、一家庭につき２席までとなっています。どうかご協力をお願いいたします。 

 

■4 月当初の主な予定について 

8 日(月)始業式  9 日(火)第 64 回入学式（3年生はお休みです） 11 日(木)給食開始  

18 日(木)全国学力・学習状況調査(3 年)  16 日(火)身体計測   

27 日（土）学校公開 全校保護者会 学年保護者会 学級懇談会 部活動保護者会 

卒業証書には「学校印」と「校長印」が押してあります。割印（縦長の印）は本市の規定に沿って押印

していませんが、卒業証書の効力に問題はありませんのでご安心ください。 


